
る
陣
地
り
時
期
と
が
池
川
的
に
起
り
L
J時
代
で
あ
る
O
･
,の
靴
灘
と
し

て
数
段
の
推
挽
み
地
我
に
印
し
､
芥
底
に
は
神
村
仇
敵
の
.｡AP冊
か
氷
ら

し
め
た
､
こ
の
時
代
に
あ
っ
Lb･J
川
前
時
代
に
壮

烈
で
あ
っ
た
阿
倍
仲
川

及
び
火
山
仲
川
ほ
,,.LJの
力
み
弱
め
た
'
併
し
佃
そ
の
飴
勤
は
あ
っ
た
'池

州
的
隆
起
の
紬
北
は
段
丘
と
な
っ
た
'
三
〇
〇
米
粒
丘
形
成
時
代
'
二

c
c
米
段
丘
形
成
時
代
､

T
O
C
米
粒
成
形
成
婚
代
､
こ
の
時
代
は
プ

ラ
イ
ス
ト
シ
ソ
糊
で
､
降
船

の
組
愛
l工
三
〇
〇
栄
位
で
あ
っ
た
､;
う
｡

凹
､

T
倣
托
丘
形
成
時
代
､
1
､
沈
降
時

代

2
､陣
地
時
代
こ
の
時

佃
帰
に
三
〇
米
段
丘
を
形
成
す

る
'
沈
降
時
代
(
現
代
)で
あ
ら
,㌔
(ど
)

i

l一一l一ll･一･l一一l一
!
llC書

ltlJ

新

著

紹

骨

董

l～llli
l～▲u一t一■Jt一rl●ヽ,.1..,l一

〇

本

邦

魯

火

山

文

献

寛

(
明
沖
大
正
中
間
)

原
日
時
平
射

古

今
軍
院
バ
ン
フ
レ
ッ一卜

七
四
京

定
侶
九
拾
錨

日
本
の
火
山
に

約
⊥
本
邦
敢
行
の
主
な
難
悲
報
骨
韓
に
掲
載
さ
れ
た

文
献
か
火
山
別
に
排

列L
Li辞
H
で
あ
る
｡
地
韓
林
政
家
や
科
蝉
み
盛

ん
す
る
施
行
教
に
執
っ
て
は
港
だ
佃
別
布
鉛
rht･Sも
の
で
あ
る
｡
本
･.gt
秋

雄
LL
に
斜
行
本
,･)
あ
げ
ず
'
叉
堺
鮮
志
林
や
地
堺
協
骨
恥
骨
や
究
舶
･E

鉛
及
拭
俗
協
骨
軸
甘
中
の
も
の
な
ど
私
探
舷
し
て
ゐ
な
い
｡
叉
懸
末
に

は
外
囲
で
別
行
さ
れ
た
-･
の
み

-1
試
だ
け
あ
げ
て
ゐ
ろ
が
到
底
溝
見
な

も
の

で
-.r<_
な
い
｡
如
介
新
は
本
地
球
誌
上
に
何
れ
本
文
欣
集
私
朋
此
す

る
べ
-
こ
れ
呼
の
竹
略
rJ
わ
た
文
献
和
光
め
た
も
の
ふ

鵜
北
す
る
心

組

で
あ
ろ
｡
(N
〕

0

地

理
教

材

研

究
第
十
二
輯

鎧

認

諾

銀

新

新

約

介

本
姓
tこ
け
佐
々
太
,捕;
紙
代
･S
･目
前
町
の
研
究
が
光
っ
て
ゐ
ろ
｡

余
敢

Jy=%
巾
の
成
立
私
論
iJ
血
餅
前
､
小V
･a
門
前
､
和
睦
門
前
の
三
秤
和

み
証

明
し
､
比
縦
山
の
坂
本
は
往
竹
の
教
法
L
Ll形
借
TAf捜
す
に
過
ぎ
な
い

と
柵
じ
'
門
前
町
の
′榔
殊
形
州
と
し
て
恨
設
描
細
の
多
い
=
と
や
t
a

が
て
策

掩
?
氷
久
的
の
料
刑
位
的
価
に
な
る
こ
と
み
の
べ
州
:j川
村
祁
門

前
町
の
墳
例
み
あ
げ
て
わ
る
'
黄
綬
に
門
前
肘
場
の
誰
も
LE
n
い
､
こ

の

7
約
の
外
に
､
久
鞘
米
肘
､
米
子
市
､
名
甘
総
和
の
碑
光
､
前
的--1
の

地
規
'
姦
僻
､
新

パ
レ
ス
ダ
イ
ン
､
ア
〃
ベ
ン
の
耕
法
､
利
秋
山
燐
の

飛
地
､
日
本
の
鞘
四
輪

原
村

七
宝
の
長
的

肘

､

十
年
筏
の
秋
川
抑
以
上

大
小
十
二
純
'
十
二
岬
だ
か
ら
十

二
鰐
と
い
ふ
脚
紋
で
も

な

い
が

急

づ
か
う
し
た
各
節
と
節

丁
晒
以
後
十
二
的
よ
で
の
紙
iiLi
TTTr次
が
つ
い
て
ゐ

苗
.
桐
的
舵
手
群
ii
の
努
力
か
感
謝
す
る
｡
(藤
田
)

o
経
済
地
理
の
教
養

欝

諸
賢

紳
空
向
輔
の
訊伽
で
あ
る
川
中
詑
氏
が
神
戸
の
･E
山
域
附
の
背

池
科

田
中
五
年
と
高
等
科

7
二
郎
出
_ニ
引
班
を
詐
隅
さ
れ
た
せ
"[
ナ
-
1
式

の
紙
幣
の
粗
放
鈴
と
し
て
山
縦
穴
本
で
あ
る
O
女
串
校
の
故
紙
で
も
相

称
す
れ
ば
こ
れ
位
の
本
は
か
け
る
と
い
ふ
よ
い
参

考

に
な
る
O
節

一
発

地
規
準
の
数
辻
か
ら
河
抑
文
明
p
内
海
文
明
,
悔
沖
文
明
､
内
院
文
明

壮
外
の
現
勢
と
い
つ
i
l凪
に
世
射
地
靴
の
憾
血
的
考
嬢
が
･若
い
史
学
也

の
頭
の
叫
で
考

へ
ら
れ
て
､
何
し
て
省
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る

か
ら

寵
ん
で
之
よ
り
串
ふ
と
い
ふ
参
考
巷
で
は
な
い
が
､
之

_ニよ
T
て
い
か

LL
=L
非
軌
が
賂
収
rJれ
た
か
と
い
ふ
法
相
わ
知
る
に
は

十分
で
あ
る
と

信
す
る

1
部
は
川
中
托
の
か
う
し
た
努
力
か
こ
げ
五
十
㍍3
'
(
1
脚
六
十

]1I.,iQH

七
九



地

球

第
十
番

錦
)
の
=

の

i
小
淑
子
と
な
っ
た
=
主
fe,見
て
潜
者
の
留
堺
に
先
だ
っ

て
の
骨
心
の
英
ひ
私
怨
侮
す
る
も
の
で
あ
る
｡
(ELl)
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夏

期

撃

枚か

ら

本
年
八
月

言

よ
｡二
十
二
日
'1
至
る
僧
都

脚
数
背
骨
の
定
刻
学
校
は
'
碑
ど
全
図
の
璃

韓細
私
塊
め
た
'
中
に
-

地
槻
科
は
'
北
は
北
脂
F,池
か
ら
南
は
罵
倒
に
わ
た
っ
て
百
八
十
名
の
拙

-

習
且
が
水
禽
し
て
､
い
か
に
も
盛
ん
な
i
q
で
あ
っ
た
｡
地
球
襲
矧
の

諏
血
生
の
街
樹
J
ru
Ln
,
,-J
で
は
あ
る
が
･
迎
旦

ハ
時
間
軍

手

時
間

と
い
ふ
長
期
の
火
純
閏
年

っ
げ
っ
1
さ
て
蹄
つ
て
か
ら
下
宿
や
寄
宿
舎

に
居
る
純
水
骨
の
由

君
は
夜
の
十

7
時
造
-
ノ
ー
ト
の
賂
現
に
従
解
し

て
'
六
ケ
敬
い
地
相
蝉
や
地
形
蝉
に
新
た
な
智
誠
松
村
て
苗
ぷ
=
と
限

り
が
な
い

｡
鞘
榊
か
ら
見

た
鵬
蛍
の
聡
誹
静
の
虞
饗
ru
は
乾
し
籾
例
が

少
い
'
鯉
期
の
濯
期
の
緋

鴨
骨
な
ど
で
は
見
る
べ
か
ら
ざ
る
の
戯
刺
さ

が
あ
っ
il
O
TT=i
都
肝
教
育
骨
ば
か
う

L
LI
成
約
私
見
て
我
地
政
学
伽
に

心
か
ら
の
′感
謝
な
さ
1
げ
た
い
と
云
つ
て
ゐ
石
｡

0

北

支

那

滑

韓

の
航

路

網

北
支
那
沿
沖
と
は
大
聖

天
津
'骨

･dE
竺

二
粘
州
立
約
位
股
の
問
で
あ
る
｡
こ
竺

二
大
髄
に
野
口
､生
米
'芝

栄
'威
縦
桁
'泡
日
等
の
商

港
な
加

(
る
｡
=
り
偏
問
の
申
心
は
大
池
で

..<
沖
'
浬
栄
､鮎
沢
'蘭
粒
'砲
口
等
僻
大
越
と
純
役
す
る
航
路
が
め
る
｡

火
雑
犬
紳
榊
,1
げ
大
曲
汽
肘
の
大
越
矢
沖
‥抑
'
火
泣
安
水
天
沖
組
み

妨

三
髄

77.五
八

八
〇

リ
前
額
は
天
紳
丸
､
長
平

九
二

ケ
月
十
航
梅
'
役
名
に
は
天
潮
丸
と
済

戒
九
､
月
六
回
の
牲
筏
私

_>
る
､
昨
群
衆
周
河
の
沈
砂
堆
稗
槻
机
不
可

能
の
館
前
記
天
沖
､
長
平
の
二
舶
ほ
火
辿
上
編
線
に
姐
は
さ
れ
た
o

大
池
安
雄
問
､
は
右
の

1
線
の
外
政
寵
公
司
の
大
辿
滑
鳥
安
仰i
純
及

大
池
髄
口
受
光
純
な
以
て
池
紙
す
る
0
旗
利
有
利
の
二
郎
に
て
〃
四
五

回
の
航
梅
す
る
O
但
し
安
来
は
冬
期
紬
永
す
る
施
'
同
約
巾
は
中
止
O

大
越
出
光
間
に
は
'
大
鵬
汽
舶
(大
越
､
鵬
口
､
頚
州
府
繰
j
山
中
両

雄
(大
槌
芝
栄
)政
記
･JTq
司
(大
越
､
芝
宋
)
阿
波
共
同

(
大
建
'

芝栄
､

威
髄
節
)
の
甜
練
が
あ
る
O
配
船
tL
阿
放
火
同
の
廿

Z
共
同
丸
'
十
六

共
同
丸
の
千
櫛
汲
み
除
き
'
大
汽
の
髄
中
､
田
中
の
梅
帝
､
梅
軒

故

記
の
永
別
牛
骨
教
官
噸
の
小
汽
朋
で
あ
る
｡
航
海
庶
政
は
阿
放
血
ハ同
及

大
汽
の
各
舶
は
月
六
回
､
伽
は
隅
日
経
複
で
あ
る
｡
本
航
路
は
川
縁
W

カ
の
波
鵬
と
盟
'1
近
時
回
内
の
賎
乱
'1
泣
け
る
･,
迎
雛
移
氏
の
淡
水
で

大
柴
N･B
海
星
す
る
｡
桁
営
口
布
端
鮎
と
す
る
雛
輿

輪
舶
公
司
が
暦
口
よ

り
大
坪

'
髄
口
.
芝

栄
､

蘭
島

へ
配
舶
し
歴
々
火
軸
に
弥
縫
す
る
D

こ
の
外
Li
凍
嬰
な
の
に
大
並
か
ら
他
の
海
港
71
ゆ
-
航
路
で
大
越
上

海
組
月
十
回
､
火
迎
潜
口
板
帥
線
月

1
阿
､
火
迎
芝
果
七
川
跡
月
田
脚

大
越
仁

川
観
月
四
五
回
'
帯
雄
大
迎

繰
月
三
回
'
大
越
火
阪
粗
月
十

7

阿
､
南
北
支
那
組
年
二
〇
回
､
大
越
脊
沿

線

､
朝
鮮
長
崎
火
細
線
月
E
I

囲
､
朝
鮮
北
梅
迫
大
越
終
年
二
十
何
字
品
糸
幡
大
越
縦
月

i
回
が
あ
る

が
'
中
立
郷
と
の
迎
給
が
不
十
分
で
あ
る
｡

超
群
航
路
に
於
て
ほ
火
迎
Li
よ
る
も
の
は
少
い
､
多
-
ほ
中
支
那
､

滴
支
那
に
引
か
れ
る
が
そ
れ
で
-
内
外
か
食
ぜ
て
二
十

丁
紋
は
北
淡
郷

に
肘
.蒜
机
す
る
-
い
ふ
｡


